
関係法規等

別添資料２

スポーツ基本法（R7.9改正）

（暴力等の防止）

第二十九条 国及び地方公共団体は、スポーツを行う者に対する、暴力、優越的な関係を背景とした言動であって業

務上必要かつ相当な範囲を超えたもの、性的な言動（性的な姿態を撮影する行為等の処罰及び押収物に記録された

性的な姿態の影像に係る電磁的記録の消去等に関する法律（令和五年法律第六十七号）第二条から第六条までの罪

に当たる行為を含む。）、インターネット上の誹謗中傷等（次項において「暴力等」という。）によりスポーツを

行う者の環境が害されることのないよう、必要な措置を講じなければならない。

２ スポーツ団体は、その行う事業について、スポーツを行う者に対する暴力等によりスポーツを行う者の環境が害

されることのないよう努めるものとする。

○ 学校と地域クラブとの連携等に関する記載の新設 【総則編】 ※ 中学校・特別支援学校（中学部）

現行の部活動ガイドラインの記載に沿って、地域クラブ活動の位置付け（学校外の活動）や教育的意義等を

明確化した上で、以下の内容を明記

① 学校と地域クラブ活動の運営団体・実施主体との間での活動方針等の共通理解を図ること。

② 特に、平日と休日で指導者が異なる場合、指導の一貫性を確保する観点から緊密に連携すること。

③ 地域で実施されているスポーツ・文化芸術活動の内容等を生徒・保護者に周知すること。

学習指導要領解説の見直しの概要（R6.12）
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